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令
和
４
年
度
の
決
算
総
額

は
、
歳
入
決
算
総
額
１
１
６
億

４
，１
１
９
万
7
千
円
で
、
歳

出
決
算
総
額
１
１
０
億
４
，１

０
７
万
１
千
円
だ
っ
た
。
そ
の

う
ち
翌
年
度
に
繰
り
越
す
べ
き

財
源
1
億
５
，０
０
８
万
9
千

円
を
差
し
引
い
た
実
質
収
支
額

は
、
４
億
３
万
７
千
円
で
黒
字

決
算
と
な
っ
た
。

　

主
な
事
業
は
、
愛
知
中
学
校

等
大
規
模
増
改
築
事
業
、
町
道

愛
知
川
栗
田
線
道
路
改
良
工
事

や
、
国
の
事
業
で
あ
る
子
育
て

世
帯
臨
時
特
別
給
付
金
給
付
事

業
、
電
力
等
価
格
高
騰
緊
急
支

援
給
付
金
給
付
事
業
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種

事
業
等
を
実
施
し
た
。

　

歳
入
で
は
、
自
主
財
源
の
基

本
と
な
る
町
税
に
お
い
て
、
固

定
資
産
税
、
個
人
町
民
税
、
法

人
町
民
税
、
軽
自
動
車
税
が
前

年
度
と
比
べ
増
加
し
た
。

　

今
後
は
、
年
々
増
加
す
る
社
会
保
障
費
や
彦
根
愛
知

犬
上
広
域
行
政
組
合
新
ご
み
処
理
施
設
の
建
設
や
近
江

鉄
道
の
上
下
分
離
移
行
に
伴
う
負
担
金
等
が
増
加
す
る

と
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
さ
ら
に
財
政
運
営
が
厳
し

く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
ま
た
、
公
共
施
設
に
お

い
て
も
限
ら
れ
た
財
源
で
運
営
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
聖
域
な
き
行
財
政
改
革
の
推
進

や
組
織
力
の
強
化
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
次
項
を
主

軸
に
順
次
対
応
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

①
業
務
の
必
要
性
や
検
証
を
含
む
抜
本
的
な
業
務
改
革

の
実
施
や
働
き
方
改
革
の
た
め
積
極
的
に
デ
ジ
タ
ル
技

術
を
活
用
し
、
職
員
で
な
け
れ
ば
行
え
な
い
業
務
に
職

員
が
注
力
で
き
る
環
境
を
整
備
し
、
一
層
の
事
業
継
続

力
の
向
上
に
努
め
る
こ
と
。
ま
た
、
一
人
で
も
多
く
の

職
員
が
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
実
現
さ
せ
る

こ
と
。

②
支
出
負
担
行
為
等
に
添
付
す
る
書
類
が
他
市
町
と
比

べ
膨
大
で
あ
る
た
め
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
や
職
員
へ
の
負

担
軽
減
、
支
払
処
理
の
迅
速
化
を
目
的
に
、
歳
入
歳
出

の
執
行
方
法
も
含
め
て
財
務
処
理
を
見
直
す
こ
と
。

③
公
共
施
設
の
最
適
配
置
や
事
業
の
ス
リ
ム
化
、
補
助

金
負
担
金
の
見
直
し
等
に
取
り
組
み
、
生
産
性
の
高
い

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
。
ま
た
、
受
益
者
負

担
の
原
則
に
基
づ
い
た
利
用
料
等
の
見
直
し
を
検
討
す

る
こ
と
。 

　

令
和
４
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
人
々
の

暮
ら
し
や
経
済
活
動
に
多
大
な
影
響
を
与
え
、
ウ
イ
ル
ス
の
変

異
に
よ
り
感
染
が
急
拡
大
し
、
終
息
が
見
え
な
い
状
況
と
な
っ

て
い
た
。

　

そ
う
し
た
な
か
で
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

を
行
う
と
と
も
に
、「
第
２
次
愛
荘
町
総
合
計
画
前
期
基
本
計

画
」の
最
終
年
で
あ
り
、町
の
重
点
戦
略
で
あ
る「
ひ
と
づ
く
り
」

「
し
ご
と
づ
く
り
」「
ま
ち
づ
く
り
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
に

必
要
な
施
策
と
し
て「
子
ど
も
・
子
育
て
環
境
の
充
実
」「
学
力

向
上
・
教
育
環
境
の
充
実
」「
健
康
寿
命
の
延
伸
」「
高
齢
者
の

活
躍
」「
愛
荘
町
の
魅
力
発
信
」「
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
」

「
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
」
の
７
つ
の
分
野
・
領
域

を
重
点
的
に
推
進
さ
れ
た
。　

　

さ
ら
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
防

止
、「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
」
下
で
の
社
会
経
済
活
動
の
再
開
に
向

け
た
対
応
と
次
な
る
危
機
へ
の
備
え
の
た
め
、
国
の
補
正
予
算

等
を
活
用
し
、
感
染
症
対
策
や
経
済
対
策
を
実
施
さ
れ
た
。

　

コ
ロ
ナ
対
策
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
本
町
の
持
続
的
発
展
に

つ
な
が
る
各
種
の
施
策
を
的
確
に
執
行
さ
れ
て
い
る
。
今
後
も

原
油
価
格
・
物
価
高
騰
の
影
響
な
ど
、
非
常
に
厳
し
い
財
政
状

況
が
当
面
続
く
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
る
が
、
職
員
が
一
丸
と

な
り
行
財
政
改
革
に
取
り
組
み
、
さ
ら
な
る
健
全
な
財
政
運
営

と
住
民
の
満
足
度
の
向
上
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

以
上
、
本
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
賛
成
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

令
和
4
年
度
は
町
長
・
議
会
の
改
選
後
に
始
ま
り
、
令

和
4
年
3
月
議
会
で
は
、
米
価
暴
落
の
影
響
が
あ
っ
た

な
か
、
複
数
の
議
員
が
一
般
質
問
で
、
コ
メ
１
俵
１
，

０
０
０
円
の
生
産
補
償
を
求
め
た
が
、
町
長
は
生
産
者
に

自
己
責
任
を
求
め
農
業
の
実
情
に
向
き
合
お
う
と
し
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
議
会
が
コ
メ
の
生
産
補
償
の
修
正
予

算
を
可
決
し
た
。
こ
の
よ
う
な
町
長
の
姿
勢
は
、
湖
東
三

山
館
あ
い
し
ょ
う
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
も
現
わ
れ

た
。

　

町
長
の
町
民
や
議
会
と
向
き
合
わ
な
い
姿
勢
が
顕
著
で

あ
っ
た
の
が
、
庁
舎
等
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業
で
あ
る
。
令

和
４
年
７
月
に
公
共
施
設
の
最
適
配
置
に
つ
い
て
の
住
民

説
明
会
が
２
回
開
催
さ
れ
た
が
、
町
民
の
疑
問
や
意
見
に

町
は
応
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
、
令
和
４
年
度
決

算
に
は
そ
の
内
容
も
成
果
も
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
何
の

た
め
に
説
明
会
を
行
っ
た
の
か
。

　

令
和
３
年
４
月
27
日
に
庁
舎
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
費
の

補
正
予
算
の
上
程
を
見
送
っ
て
か
ら
、
令
和
５
年
度
ま
で

に
何
人
も
の
議
員
が
提
案
・
意
見
を
出
し
て
き
た
が
、
そ

れ
を
取
り
入
れ
る
姿
勢
は
町
長
に
は
な
く
、
決
算
審
査
の

中
で
も
旧
警
部
交
番
・
旧
警
察
官
舎
解
体
工
事
を
め
ぐ
っ

て
何
人
も
の
議
員
か
ら
疑
問
が
出
さ
れ
た
。

　

以
上
、
議
員
が
納
得
で
き
な
い
行
政
運
営
を
招
い
て
い

る
町
長
の
姿
勢
を
批
判
し
て
、
反
対
討
論
と
す
る
。

平成29年法改正により、町長は決算不認定の場合に当該不認定を踏まえて必要と認める措置を講じたと
きは、速やかに当該措置の内容を議会に報告するとともに、これを公表しなければならない。

愛荘町議会だより 愛荘町議会だより
2023.11 2023.11

　9月 20日、21日に予算・決算特別委員会で審議された、令和４年度一般
会計決算は不認定とされた。さらに、9月 29日の本会議においても不認定と
なった。決算不認定は、平成 19年度一般会計決算不認定以来、２度目である。反

対
討
論（
要
約
）

賛
成
討
論（
要
約
）

監
査
委
員
意
見（
抜
粋
）

決
算
の
概
要

※一般会計決算に関する委員会での質疑概要は４～５ページに掲載。
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総 務 部 門

産業建設部門

民 生 部 門

教 育 部 門
職員定数 196人に対して現職員数 184人は適正か。

愛知川栗田線の豊満神社前の工事の進捗はいかがか。

三方よしの健康延伸プロジェクトの健康居場
所づくりが介護サービスの利用減につながっ
ている。国の補助期限後の取り組みをどう考
えているか。

PTA活動の現状はどうか。

所属長とのヒアリングの内容を加味し人員配置を進
めていく。

令和 4年度に四脚門前道路の拡幅工事を実施。令和 5年度
は豊満神社から役場よりの道路を一部拡幅。今後沿線土地
の取得が出来次第工事に取りかかる。

国の補助期限は令和 6年度まで。地域での取
り組みを推進するも実施が難しいところがあ
る。町での実施を望む声もあり、検討していく。

PTA加入は原則任意。コロナ禍による事業の見直しに
より、加入者は減少傾向。どのように参画してもらう
のか検討が必要と考えている。

答

答

答

答
問

問

問

問

愛荘町議会だより 愛荘町議会だより
2023.11 2023.11

予 算 ・ 決 算 特 別 委 員 会 審 議 内 容
　旧愛知川警部交番官舎解体工事は令和４年３月に着手された事業である。土地開発基金で先行取得した
土地、建物を一般会計で買戻しせずに、解体工事を実施したことは他市町にも事例がなく、各会計間の経
理が適正であるかを目的として集中審議を行った。

　町の要綱等に定められている一部の委員会等が実施できていないことが判明したの
で、町全体的な開催状況を確認し適正に遂行できているかを目的に集中審議を行った。

入札監視委員会は実施できているのか。委員委嘱はできているのか。

「家庭ごみ 15％減量化作戦」の成果
と今後の課題は。

まるごと広域化の事業に 16組織が参加されている。取り
組みのなかで、農道の除草を必須項目にするべきである。

マイナンバーカードによるコンビニ交付の増
加などにより、窓口業務が減った場合の人員
配置をどう考えるか。

AIドリルを取り入れる計画はあるか。

ウォ－カブルタウン創生事業の費用対効果はどうか。

ふるさと納税が過去最高の
実績と評価しているが、経
費を差し引くと赤字ではな
いのか。

帯状疱疹ワクチンの助成を考えている
か。

まちじゅう読書の推進として
各自治会や団体との連携や、
啓発はどのようにしているか。

保育園は保育士の確保に苦慮している。
どれだけの保育士が足りていないのか。

基本であり重要な条例でもある自治基本条例にもとづく、自治基本条例推進
委員会も実施できていないことを謙虚に反省し、直ちに開催すべきである。

２年～３年前から、開催できていない。委員委嘱もできていない。

令和 4年度より 6月を強化月間として
取り組んでいる。ゴミの減量につなが
り、生ごみ処理機の購入申請も増加。
今後食品ロスの取り組みなども必要。

農道の除草は耕作者がされている地域もあり、維持管理の
方法が地域によって違う。まるごと広域化のなかで検討し
ていく。

証明書のコンビニ交付は増えているが、手続
きなどの来庁者はあることから、窓口業務が
極端に減るとは考えていない。今後スムーズ
に業務を行えるよう検討していく。

導入について情報収集を行っている。まずはモデル校
を作り導入していくなどの検討をしたい。

目標を定め取り組んだが、大きな成果は得られてい
ない。しかし、令和 4年度の起業家を誘致する事業
では、起業家が町に出て人材の掘り起こしなど活動
のベースを作ったと考えている。

全体 8,200万円からサイ
ト使用料と人件費を差し引
くと概ね 4,000万円以上
の収入となる。

次年度から試行的に実施する市町もあ
る。定期接種ではないため安全性の確
保も含め医療機関とも協議していく。

自治会などへの出前図書館な
どを実施し、町民に本に触れ
てもらう機会を増やす取り組
みを続ける。

国の定める最低基準保育士はどの園も
確保できているが、一日に 11時間の
保育を実施したり、延長保育や一時預
かりなどを実施するために必要な保育
士の確保に苦慮している。

　土地開発基金取得財産を一般会計で買戻
しせず整備を進めることは法律上問題ない
か。地方財務実務提要からも適正であると
認識できない。補助金がもらえる可能性が
あるから実施したのか。

　法令上、条例上の記載はない。建物は土
地の定着物であるため、解体時の買戻しは
不要で、駐車場等で使用するときに買戻し
すれば問題ないと認識している。補助金は
もらえない。

　他の事業は、他市町の事例に合わせ足並
みを揃えるとの答弁がよくある。この事業
は、他市町に事例がないのに実行した。整
合が合わず疑問視する。

集中審議：事業執行における一般会計と土地開発基金の関係性

集中審議：各委員会等に定められている開催回数の執行状況
一般会計で買戻しせず、建物が解体された旧愛知川警部交番官舎跡地

基
本
を

遵
守
す
べ
き

意
見

意
見

答

答

答

答

答

答
答

答

答

答

答

問

問

問

問

問

問
問

問

問

問

問
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愛荘町議会だより 愛荘町議会だより
2023.11 2023.11

　8 月 24 日に上程された次の 2 議案について、総務産業建設常任委員会に付託され 9 月 14
日に審査が行われた。

本会計のなかで土地改良区への賦課金の支出があるが、農地を所有しているということか。その農
地の管理はどうしているのか。

水洗化率をみると下水道に接続されていない世帯もある。経済的な理由で接続できない世
帯への支援策はあるのか。

解体補助金の施行時期は。

空き家バンクのマッチングの成果は。

同和対策事業推進のなかで、農地を所有した。その農地については、地元の農業組合等に保全管理
をお願いしている。

下水道未設置の世帯で、経済的な理由により接続できないといった相談はない。そのため支援策は
特に設けていない。浄化槽を利用している世帯もあり、耐用年数経過や故障を機に接続される世帯
もある。今後、特に水洗化率の低い地域に対して周知をしていきたい。

令和６年度からの実施を検討している。

実績は８件。

　このほか、事業完遂の見通し、売払い実績について質疑応答を行った。付託議案の討論はなく、全委員
賛成で認定することに決定した。

　このほか、使用料の滞納件数や納付に向けた取り組みについて質疑応答を行った。付託議案の討論はな
く、全委員賛成で認定することに決定した。

　空き家関連の補助金の「空き家利活用補助金」と「解体補助金」
の金額の妥当性や、補助金が必要な人に届く仕組みづくり、住民
一人一人が空き家問題を自分の問題と捉え、将来どうするのかを
考えてもらえる取り組みの必要性などの提案を行った。　

議案第５４号　令和４年度土地取得造成事業特別会計歳入歳出決算の認定を求めることに
ついて

議案第５８号　令和４年度下水道事業会計決算の認定を求めることについて　

　愛荘町の空き家等の件数や危険度、また　「愛荘町空家等の適正管理に関する条例」制定後の
地域からの空き家の情報提供や空き家相談に対する対応状況や今後予定している空き家等の解体
補助金の創設について担当課より説明を受けた。

■空き家等の適正管理

【委員会提案】

総務産業建設常任委員会

Q

Q

Q

Q

A

A

A

A

解体される空き家（参考）

保険料率が統一化されたら、保有する基金は県に納めることになるのか。そうでないのであれば基
金の活用はどうするのか。　また統一化のメリットは。

保険料の普通徴収者は何人で滞納者は何人か。

保険税の滞納繰越分が減少しているが、どのような状況の人が滞納しているのか。また、滞納者へ
の対応はどうしているのか。

保険料の所得割の過去５年の動向を知りたい。

基金は、保険税が高くなったときに、活用する前提で積み立ててきた。そのため、保険税の引き上
げに対して充当していくことで検討している。社会保険の適用拡大によって、国保加入者が減少し、
将来的に受益者の負担が増加することが予見されるため、統一化により大きな枠組みでの運営を目
指しており、全国的にも同様に進めている。

普通徴収者は６３２人で、滞納者は
２１人。

滞納者の中には、督促等に応じない人
もいる。まずは文書での督促、催告を
送付し、納付がない場合は滞納処分に
なる旨通知している。滞納者から連絡
があれば、納付相談等を実施し、納付
につなげている。連絡がなければ財産
調査の後に滞納処分を行っている。

平成 30 年度〜令和元年度は 8.26％、令和
2 年度〜 5 年度は各 8.7％である。

　その他、特定検診の受診率や滞納者への
短期保険証の交付について、未就学児の均
等割軽減について質疑を行った。賛成多数
で原案を認定することとに決定した。

討論は反対討論が１件、賛成討論が 1件で、賛成多数で原案を認定することに決定した。

　８月 24 日に上程された次の３議案について、教育民生常任委員会に付託され 9 月 15 日に
審査が行われた。
議案第５５号　令和４年度国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定を求めること
について

議案第５６号　令和４年度後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算の認定を求めるこ
とについて

教 育 民 生 常 任 委 員 会

Q

Q

Q

Q

A

A

A

A

国民健康保険のパンフレット
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一人暮らし等の人が介護施設を利用する場合、施設利用料を年金で払えない場合があるが、補助制
度等があるのか。

東近江少年センターから愛荘分室が分離した場合、独立組織か行政組織への組み込みかどちらの方
向性か。

職員が 2人と事務が 1人の予定とのことであるが、業務が回れるのか。

学校や家庭、地域との連携していくた
めの方策は。

その他、介護サービス利用の抑制などについて質疑を行った。

討論は反対討論が１件、賛成討論が 1件、賛成多数で原案を認定することとに決定した。

　青少年に関わる複雑多様化する問題に対し、地域を中心に現状の把握、啓発、支援に取り組
むため、東近江少年センターから分離し愛荘町少年センターを設立することについて担当課長
より説明を受けた。

　このほか、高校との連携、設置場所などに
ついて質疑応答や意見交換を行った。

社会福祉法人において、低所得者への負担額軽減制度がある。町が補填し、国 1/2、県 1/4の負
担割合で行うもの。

役場各課との連携面や人件費の削減等を考慮し、行政組織に組み込む方向で検討している。

街頭啓発や巡回パトロールは、職員の他に 15 人の少年補導委員と連携を図りながら実施していく。
また、職員の勤務日も増やし、学校訪問なども充実させる予定。

青少年の健全育成は、さまざまな機関
の協働のもと進めていく必要がある。
青少年育成町民会議やＰＴＡなど関係
機関をつなげ、ネットワークを広げる
活動を展開していく。

■東近江少年センターの分離と今後の方向性について

Q

Q

Q

Q

A

A

A

A

愛荘町議会だより 愛荘町議会だより
2023.11 2023.11

報告

基金が増加している。介護保険料を算定するにあたり、基金を取り崩し抑制することなど、
基金をどのように捉えているのか。

基金の増加は、介護予防事業の積極的な取り組みにより、サービス利用が減っているため。いずれ
高齢者の町となっていくことも見据えながら、基金残を注目する。

議案第５７号　令和４年度介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定を求めることに
ついて

Q

A

巡回パトロール車の青パト

　９月定例会が、８月 24 日から９月 29 日までの 37 日間を会期として開催された。
　今期定例会の一般質問は 10 議員から通告があり、第２日目（９月 11 日）８議員、第３日目（９月 12 日）
２議員と２日間に分けて行った。（※一般質問概要は、12 ページから）

　議案審議は、９月 12 日、９月 29 日に行われ、町長提案議案は追加議案含め 16 件、議員提出案件は５
件あり、それぞれ慎重に審議を行った。以下の議案以外、すべて原案可決された。

　議案第 48 号「契約の締結につき議決を求めることについて」に対し、工事で発生した残土の利用がな
されなかったことは税金の無駄遣いになっていること、駐車場周知看板が滋賀県の屋外広告物条例に抵触
していたことに対する法令順守に関連した 2 件の反対討論があった。
　議案第 49 号「令和５年度愛荘町一般会計補正予算（第５号）」は、民間保育所に対するおむつの処理に
係る補助金、令和 4 年度公共施設の除雪費の未払いに係る補正について質問があった。
　否決された２議案は、追加の費用を含めた補正予算などが上程され、10 月３日の第３回臨時会で原案
可決となった。（詳細は 11 ページ）

　議案第 53 号「令和４年度愛荘町一般会計歳入歳出決算の認定を求めることについて」は不認定となった。
（詳細は２ページ～５ページ）

9月29日

9月12日

適任

認定

原案可決

原案可決

全員賛成の議案
野々村たつ江氏 ( 南野々目）、治武まさ子氏（豊満）、上林徳太郎氏（西出）、青木藤一郎氏（市）、
西澤眞理子氏（目加田）を人権擁護委員の候補者として推薦することについて「適任者である」
と認める

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて
議案番号 件　　　　　　名 議決結果 議決日

町の財政健全化判断比率および賃金不足比率について報告を受けたもの。
　※監査委員の意見「適正に作成されているものと認める」

令和４年度愛荘町の財政健全化判断比率等の報告について
報告第3号

「愛荘町債権の管理に関する条例」の規定に基づき、放棄した債権を報告するもの。
放棄した債権の報告について報告第4号

議案第50号
歳入歳出に 12,432 千円を追加し、総額を 1,952,932 千円とする。
※主な補正内容
　・令和 6 年 1 月から実施の産前産後期間相当分の均等割額と所得割額の免除に伴うシステ

ム改修負担金

令和５年度愛荘町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）

議案第51号 歳入歳出に 66,195 千円を追加し、総額を 1,606,104 千円とする。
※主な補正内容
　・過年度の地域支援事業交付金の精算による返還金

令和５年度愛荘町介護保険事業特別会計補正予算（第１号）

議案第52号 歳入歳出に 15,334 千円を追加し、総額を 476,468 千円とする。
※主な補正内容
　・愛知川栗田線道路拡幅に伴う下水道施設移設設計業務委託料

令和５年度愛荘町下水道事業会計補正予算（第１号）

議案第54号 ※質疑内容は P6 のとおり
令和４年度愛荘町土地取得造成事業特別会計歳入歳出決算の認定を求めることについて

議案第58号

令和５年９月定例会 令和５年９月定例会 

令和４年度愛荘町下水道事業会計決算の認定を求めることについて
※質疑内容は P6 のとおり

各常任委員会閉会中の継続調査について
総務産業建設・教育民生・広報の各常任委員会より、閉会中も所管事務について継続調査を行
いたい旨の申し出があったもの。

議員派遣について

議提第10号 

～  
議提第12号

議提第13号
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愛荘町議会だより 愛荘町議会だより
2023.11 2023.11

9
月
29
日

令和５年第２回臨時会令和５年第２回臨時会

令和５年第３回臨時会令和５年第３回臨時会

賛否が分かれた議案
７月 19 日に第２回臨時会が開かれ、議案審議を行った。
議案は、すべて原案可決された。

議案第 47 号議案第４３号

議案第６０号

議案番号
議案番号

議案番号

件　　　名
件　　　名

件　　　名
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○
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○
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○
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議
　
長

議
　
長

欠
　
席

議
　
長

議
　
長

原
案
可
決

原
案
可
決

原
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決
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可
決

否
決

認
定

不
認
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9
月
12
日

9
月
29
日

7
月
19
日

10
月
３
日

　法律の改正に伴い、マイナンバーカードの電子証
明書機能をスマートフォンに搭載することができる
ようになるため、スマートフォンを使った印鑑証明
書のコンビニ交付の申請ができるよう、条例を改正
するもの。

愛荘町役場庁舎等リニューアル工事（建築工事）　
　契約の金額　　447,370,000 円
　契約の相手方　（株）奥田工務店

旧愛知川警部交番官舎解体工事　
　変更前の契約金額　76,780,000 円、
　変更後の契約金額　82,012,700 円　　
　契約の相手方　竹山建設株式会社

議案第 48 号
議案第４４号

議案第６１号

旧愛知川警部交番官舎解体工事
　　変更前の契約金額　76,780,000 円
　　変更後の契約金額　82,012,700 円
　　契約の相手方　　　竹山建設株式会社

愛荘町役場庁舎等リニューアル工事
（給排水冷暖房工事）　
　契約の金額　　92,752,000 円
　契約の相手方　（株）湖東工業所

歳入歳出に 452,895 千円を追加し、
総額を 11,357,285 千円とする。
※主な補正内容
・土地開発基金で購入した旧愛知川警部交番の土地・

建物、旧警察官舎土地の買戻し購入費
・民間保育所の使用済みおむつの処分に係る補助金
・スポーツセンター秦荘グランド設備改修工事等に

おける管理費および工事費　

○賛成　×反対○賛成　×反対

○賛成　×反対
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議
決
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議
　
決
　
日

議
　
決
　
日

議
　
決
　
日

（※議長は採決に加わっていません。）（※議長は採決に加わっていません。）

（※議長は採決に加わっていません。）

愛荘町印鑑条例の一部を改正する条例
契約の締結につき議決を求めることについて

契約の締結につき議決を求めることについて

契約の締結につき議決を求めることについて
契約の締結につき議決を求めることについて

令和５年度愛荘町一般会計補正予算（第７号）

契約の締結につき議決を求めることについて

協定の締結につき議決を求めることについて

愛荘町役場庁舎等リニューアル工事（電気設備工事）
　契約の金額　　93,621,000 円
　契約の相手方　（株）中島電業所

名神高速道路と交差する愛荘町管理の南門橋撤去　
　変更前の協定金額　100,000 千円、
　変更後の協定金額　165,000 千円　　
　協定の相手方　中日本高速道路株式会社　

議案第４５号

議案第６２号

全　員　賛　成

全　員　賛　成

全　員　賛　成

10

※村西作雄議長が欠席時、河村善一副議長が議長の職務を行った。

議案第 49 号

議案第 53 号

議案第 55 号

議案第 56 号

議案第 57 号

議案第 59 号

意見書第 3 号

令和５年度愛荘町一般会計補正予算（第５号）
歳入歳出に 328,392 千円を追加し、
総額を 11,217,412 千円とする。
※主な補正内容
　・スポーツセンター秦荘グラウンド設備、豊国

グラウンドフェンス改修工事、使用済おむつ
の処分に係る民間保育所への補助金、企業版
ふるさと納税の寄付に伴うマッチング手数料、
庁舎等公共施設の除雪作業に係る委託料の過
年度支払い分など。

令和４年度愛荘町一般会計歳入歳出決算の認定を求
めることについて
※質疑内容は P2 ～ P5 のとおり
令和４年度愛荘町国民健康保険事業特別会計歳入歳
出決算の認定を求めることについて
※質疑内容は P7 のとおり
令和４年度愛荘町後期高齢者医療事業特別会計歳入
歳出決算の認定を求めることについて
※質疑内容は P7 のとおり
令和４年度愛荘町介護保険事業特別会計歳入歳出決
算の認定を求めることについて
※質疑内容は P8 のとおり
令和 5年度愛荘町一般会計補正予算（第 6号）
歳入歳出に 15,370 千円を追加し、
総額を 10,904,390 千円とする。
※主な補正内容
　・保育士、保健師、臨床心理士の不足に伴う人材

派遣のための委託料
精神障害者２級まで福祉医療の対象にすることを求
める意見書
提出議員　辰己　保　賛成議員　瀧　すみ江

　精神障害者は、知的・身体障害者と違い、精神疾
患以外の他科受診は自己負担になることから、「滋
賀県精神障害者家族会連合会」は、２級までの医療
費助成を要望されてきた。この間、県下の市町議会
からも、精神障害者の医療費助成拡充を求める意見
書が提出されている。しかし、７月 18 日におこな
われた首長会議で滋賀県は、福祉医療の対象を、精
神障害者保健福祉手帳１級（２級は２種）保持者に
限ると提案をされた。精神障害者の多くは、低い障
害者年金で暮らす２級の方であり、命や健康を守る
ため、一刻も早く福祉医療の対象を２級まで広げる
ことが求められる。よって、精神障害者の福祉医療
の対象を２級まで広げることを滋賀県知事に強く求
める。

議案第４６号

契約の締結につき議決を求めることについて
愛荘町立秦荘中学校体育館大規模改造工事　
　契約の金額　　93,395,500 円
　契約の相手方　（株）志峰建設

　10 月３日に第３回臨時会が開かれ、議案審議を行った。議案第 60 号「契約の締結につき議決を求める
ことについて」は、９月定例会で否決となった議案第 48 号「契約の締結につき議決を求めることについて」
と同一内容である。議案第 61 号「令和５年度愛荘町一般会計補正予算（第７号）」は、９月定例会で否決
となった議案第 49 号「令和５年度愛荘町一般会計補正予算（第５号）」から令和４年度に未払いであった
公共施設の除雪作業費を除きつつ、土地開発基金で購入した旧愛知川警部交番の土地・建物、旧警察官舎
土地の買戻し購入費を追加したものである。議案は、すべて原案可決された。
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愛知川公民館や武道館

以
前
、
愛
知
川
公
民
館
お

よ
び
愛
の
郷
の
視
察
が
あ

り
、
愛
知
川
公
民
館
に
つ
い
て
は
、

か
な
り
古
い
施
設
な
の
で
解
体
と

い
う
方
向
性
は
仕
方
が
な
い
と
思

う
が
、
そ
の
跡
地
を
公
園
に
す
る

こ
と
に
は
疑
問
が
残
る
。

　
ま
た
、
愛
の
郷
に
お
い
て
も
今

後
修
理
が
必
要
と
な
る
の
が
明
白

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
公
共
施
設
等

適
正
管
理
推
進
事
業
債
を
使
い
公

民
館
跡
地
に
愛
の
郷
を
中
心
と
し

た
町
民
が
使
用
で
き
る
複
合
施
設

を
建
設
し
て
は
ど
う
か
と
考
え
る
。

　
そ
し
て
、
そ
の
複
合
施
設
の
ひ

と
つ
と
し
て
、
新
た
に
武
道
館
を

建
設
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
。

　
愛
荘
町
は
「
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
の

町
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
滋
賀
県

で
は
、
愛
知
中
学
校
の
男
女
共
が

優
勝
し
た
「
剣
道
の
町
」
と
し
て

認
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
事
実
で

あ
る
。
そ
の
が
ん
ば
っ
て
い
る
子

ど
も
た
ち
の
た
め
に
も
是
非
と
も

前
向
き
に
武
道
館
の
建
設
を
考
え

て
い
た
だ
き
た
い
。

　
ま
た
、
公
共
施
設
等
適
正
管
理

推
進
事
業
債
を
使
え
ば
、
ク
リ
ア

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
要
件
も

多
々
あ
る
が
、
う
ま
く
使
う
こ
と

公
共
施
設
等
適
正
管
理
推

進
事
業
債
の
メ
リ
ッ
ト
、

デ
メ
リ
ッ
ト
を
問
う
。

公
共
施
設
等
適
正
管
理
推

進
事
業
債
を
活
用
し
た
事

業
は
あ
る
か
。

　

庁
舎
を
含
む
９
つ
の
施
設
に
つ
い

て
は
、
あ
り
方
検
討
委
員
会
で
の
議

論
を
経
て
、
町
と
し
て
の
取
り
組
み

を
進
め
て
い
る
。

　

そ
の
な
か
で
、
町
の
方
針
と
し
て

は
、
町
内
２
つ
の
福
祉
セ
ン
タ
ー
を

１
拠
点
に
集
約
し
、
い
き
い
き
セ
ン

タ
ー
を
町
の
総
合
的
な
福
祉
セ
ン

　

充
当
率
は
90
％
で
あ
り
、
10
億

円
に
対
し
９
億
円
充
当
さ
れ

る
。
そ
の
う
ち
の
元
利
償
還
金

分
の
50
％
が
交
付
税
措
置
さ
れ

る
。
つ
ま
り
、
９
億
円
の
半
分
の

４
億
５
千
万
円
で
あ
る
。
全
て
交

付
税
措
置
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

　

借
金
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
デ

メ
リ
ッ
ト
と
考
え
て
い
る
。

　

今
の
と
こ
ろ
活
用
し
た
事
業
は

な
い
。
こ
の
事
業
債
は
、
限
ら
れ

た
要
件
が
あ
る
。
今
後
、
将
来
を

見
据
え
て
必
要
と
な
る
施
設
の
長

寿
命
化
、
集
約
、
多
用
途
へ
の
転

用
な
ど
を
考
え
る
場
合
は
、
積
極

的
に
活
用
す
る
こ
と
に
な
る
と
思

う
。

（
総
務
政
策
監
）

（
総
務
政
策
監
）

（
総
務
政
策
監
）

問

問問

答

答答

愛
知
川
公
民
館
跡
地
に

複
合
施
設
の
建
設
は

公
共
施
設
等
適
正
管
理

推
進
事
業
債
の
活
用

愛知川公民館跡地に複合施設を
建設しては

Q

財政面も踏まえた
合理的な施設整備

長寿命化、集約化、用途転用を踏まえ、
施設配置に取り組む

A澤田　源宏澤田　源宏

で
10
億
円
の
建
物
が
５
億
５
千
万

円
位
で
建
設
で
き
る
の
で
は
な
い

か
と
思
う
が
、
町
の
見
解
を
求
め

る
。

タ
ー
と
し
て
位
置
付
け
、
愛
の
郷
を

複
合
施
設
に
改
修
す
る
こ
と
に
し
て

い
る
。

　

町
と
し
て
も
、
町
の
将
来
を
見
据

え
必
要
と
さ
れ
る
施
設
の
長
寿
命
化

や
集
約
化
、
他
用
途
へ
の
転
用
な
ど

を
考
え
、
ひ
と
つ
の
町
と
し
て
時

代
に
あ
っ
た
施
設
、
ま
た
町
の
活
性

化
に
つ
な
が
る
施
設
配
置
に
つ
い
て
、

公
共
施
設
等
適
正
管
理
推
進
事
業
債

な
ど
の
活
用
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
引

き
続
き
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
る
。

議員議員

録画配信はこちら録画配信はこちら

13P

15P

14P

17P

16P

18P

19P

21P

20P

22P

一　般　質　問一　般　質　問制限時間	 質問のみ 30 分以内（答弁は別）
質問方法	 ☆　一括方式
	 ・最初に全部の質問をし、
　　　　　　　　まとめて回答を得る
　	 ・同一議題に対しての質問
　　　　　　　　は 3回まで
	 ☆　一問一答方式
	 ・一問ごとに質問・回答を
　　　　　　　　繰り返す

　一般質問とは、議員の日常活動と調査・
研究、住民の声や自身の考え方をもとに、
町長や教育長などに方針を問うものです。

【令和 5年９月定例会】一般質問一覧

※質問や答弁の内容を要約・割愛して掲載してあります。

①

①

①
②
③
④
⑤
⑥
①
②
①
②
③
④
①
②
③
④
⑤
①
②
③
④
①
②
③
①
②
③
①
②
③

澤田　源宏　議員
【一問一答】

森野　　隆　議員
【一問一答】

中川喜代和　議員
【一問一答】

辰己　　保　議員
【一問一答】

久保田正利　議員
【一問一答】

上田　太治　議員
【一問一答】

瀧　すみ江　議員
【一問一答】

河村　善一　議員
【一問一答】

小菅　久宣　議員
【一問一答】

竹中　秀夫　議員
【一問一答】

愛知川公民館と愛の郷

役場の職場環境の改善

こどもまんなか社会の構築に向けて
不登校の状況とヤングケアラーの実態
地域共生社会の再構築を目指して
保育所における不適切保育の実態
内水氾濫対策
外水氾濫対策
旧愛知川警部交番解体工事事業と町長のガバナンス並びにコンプライアンス
学校給食の無償化を求める
公共施設の省エネ対策
給食費の時限的な無償化や軽減措置
災害時の障がい者や高齢者への対応
通学路や避難所までの安全対策
小中学生の学力向上と図書館の利用
町職員の給与と働き方
庁舎改修と町道廃止
庁舎改修と秦荘支所及び秦荘支所の消防車車庫
ゴミ減量化と資源化
不登校の生徒へのタブレットの活用
雑紙の回収
加齢性難聴による補聴器購入への補助制度創設
第 9 期介護保険事業計画における介護保険料
町の職員
福祉計画
道路および河川の整備の進捗状況
農業問題
高齢者の交通手段
旧愛知川警部交番官舎解体工事の精算変更契約
町の職場体制
職員の不祥事に対する対応
役場周辺の土地利用

議員名でさがす議員名でさがす
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最
近
の
役
場
は
ミ
ス
も
多

い
が
、
現
在
の
１
８
０
名

の
職
員
数
で
良
い
の
か
。

住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
課
の

名
前
が
わ
か
り
づ
ら
い
、

ど
の
課
に
行
け
ば
良
い
の
か
わ
か

ら
な
い
等
の
声
が
聞
こ
え
る
。
も

う
少
し
コ
ン
パ
ク
ト
で
わ
か
り
や

す
い
課
の
方
が
、
住
民
の
意
見
が

聞
き
や
す
い
の
で
は
。

平
成
30
年
度
か
ら
現
在
ま

で
、
定
年
退
職
以
外
の
途

中
退
職
者
の
数
を
問
う
。

本
町
の
役
場
職
員
で
、
辞

め
る
人
が
多
い
の
は
な
ぜ

か
。

今
の
役
場
は
活
気
あ
る
職

場
か
。

幹
部
職
員
と
の
政
策
推
進

会
議
は
実
の
あ
る
生
産
性

の
あ
る
会
議
が
で
き
て
い
る
か
。

休
職
者
の
給
与
体
制
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

病
休
３
か
月
間
は
満
額
。

そ
の
後
も
８
割
が
支
給
さ

町
長
に
就
任
さ
れ
、
い
く

つ
か
の
所
属
課
を
統
合
さ

れ
た
が
、
そ
の
成
果
を
尋
ね
る
。

会
議
で
警
察
跡
地
の
あ
の

看
板
に
57
万
円
も
使
う
の

か
。
そ
の
予
算
で
、
使
い
に
く
く

読
み
に
く
い
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
を

前
の
カ
レ
ン
ダ
ー
方
式
に
戻
す
等

の
意
見
は
出
な
か
っ
た
の
か
。
全

く
会
議
の
本
質
が
な
っ
て
い
な
い
。

執
行
部
会
議
で
町
長
の
顔

色
ば
か
り
見
て
意
見
の
出

に
く
い
空
気
感
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
。

　

所
属
長
、
政
策
監
に
も
ヒ
ヤ
リ

ン
グ
を
し
て
い
る
。
少
な
く
と
も

し
っ
か
り
承
知
を
し
な
が
ら
進
め

て
い
る
。

　

社
会
全
体
と
し
て
非
常
に
人
材

的
な
流
動
性
と
い
う
の
は
高
ま
っ

て
い
る
時
代
と
捉
え
て
い
る
。

　

全
て
が
町
機
構
と
か
こ
の
組
織

に
よ
っ
て
解
決
・
改
善
さ
れ
る
の

で
は
な
く
、
自
分
の
持
っ
て
い
る

主
体
性
を
発
揮
し
集
合
体
と
し
て

力
を
伸
ば
す
事
が
重
要
だ
。

　

民
間
企
業
の
よ
う
に
は
、
な
か

な
か
伸
ば
し
た
り
下
げ
た
り
出
来

な
い
の
が
行
政
だ
。

　

そ
れ
は
、
森
野
議
員
の
視
点
や

主
観
で
あ
り
、
大
変
良
く
編
組
い

た
だ
い
た
と
い
う
意
見
も
あ
る
。

　

早
期
退
職
者
は
平
成
30
年
度
か

ら
年
度
毎
に
、14
名
・
7
名
・
6
名
・

6
名
・
今
年
度
は
8
月
現
在
で
５

名
で
あ
る
。
休
職
者
は
２
名
・
３

名
・
５
名
・
５
名
。
今
年
度
は
７

名
で
あ
る
。

　

90
日
間
は
病
気
休
暇
と
な
り
、

本
来
の
職
員
の
給
料
が
手
当
さ
れ

る
。
90
日
を
越
え
た
場
合
は
、
８

割
の
分
が
手
当
さ
れ
る
。

　

危
機
管
理
対
策
室
と
環
境
対
策

課
を
合
わ
せ
、
く
ら
し
安
全
環
境

課
、
長
寿
社
会
課
と
地
域
福
祉
課

を
統
合
し
福
祉
課
。
み
ら
い
創
生

課
に
ま
ち
づ
く
り
協
働
課
を
一
元

化
し
た
。
縦
割
り
の
組
織
か
ら
横

　

実
の
あ
る
会
議
と
す
る
た
め
に

資
料
は
事
前
配
布
し
話
し
合
い
、

ポ
イ
ン
ト
を
押
さ
え
て
い
る
。

　

そ
れ
は
、
森
野
議
員
が
気
に
な

る
と
こ
ろ
で
、
私
た
ち
は
広
範
に

町
政
を
進
め
て
議
論
を
し
て
い
る
。

　

町
長
が
高
圧
的
で
は
と
指
摘
さ

れ
た
が
、
そ
ん
な
こ
と
は
全
く
当

た
ら
な
い
。

（
町
長
）

（
町
長
）

（
町
長
）

（
町
長
）

（
町
長
）

（
経
営
戦
略
課
長
）

（
経
営
戦
略
課
長
）

（
町
長
）

（
町
長
）

（
町
長
）

（
町
長
）

問

問問

問問問

問問

問

問問

答答答

答

答答答

答

答答答

最
近
の
役
場
を
見
て
い
る

と
、
活
気
や
活
力
の
な
い

職
場
に
見
え
る
。

　

現
に
役
場
を
辞
め
た

い
、
今
の
職
場
が
辛
い
、

早
期
退
職
す
る
職
員
、
そ

し
て
何
ら
か
の
理
由
で
休

職
さ
れ
る
職
員
も
後
を
絶

た
な
い
。

　

こ
の
役
場
の
職
場
環
境

を
風
通
し
の
良
い
職
場
・
活

気
や
活
力
の
溢
れ
る
職
場

に
す
る
た
め
に
質
問
す
る
。

活気のない職場、途中退職の多い
役場の改善策は

Q

役場の職場改善を

社会全体として、人材的流動性は高まって
いる時代

A 森野　　隆森野　　隆 議員議員

録画配信はこちら録画配信はこちら

小学生の登校の様子

本
町
に
お
い
て
、
こ
ど
も

家
庭
庁
の
役
割
を
担
う
課

や
担
う
理
由
を
問
う
。

本
町
の
子
育
て
課
題
を
踏

ま
え
、「
こ
ど
も
ま
ん
な

か
社
会
」
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な

政
策
を
計
画
し
て
い
る
の
か
。

昨
年
度
の
小
中
学
校
に
お

け
る
不
登
校
の
状
況
と
そ

の
理
由
を
問
う
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
問

題
、
高
齢
の
親
が
ひ
き
こ

も
り
の
子
を
支
え
る
問
題
、
老
々

介
護
の
問
題
、
地
域
社
会
で
の
形

式
的
な
付
き
合
い
を
望
む
人
の
増

加
等
々
が
深
刻
化
し
て
い
る
。
そ

こ
で
、
多
様
で
包
摂
的
な
つ
な
が

り
や
支
え
合
い
の
関
係
を
広
げ
る

地
域
共
生
社
会
づ
く
り
に
向
け
た

本
町
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
さ
れ
た
い
。

家
族
の
介
護
な
ど
に
よ

り
、
登
校
意
欲
が
低
い
児

　

子
ど
も
支
援
課
が
中
心
と
な
り

業
務
を
担
う
と
と
も
に
、
健
康
推

進
課
、
福
祉
課
、
教
育
委
員
会
各

課
が
連
携
し
な
が
ら
事
業
を
実
施

し
て
い
る
。　

　

現
在
、
妊
娠
期
か
ら
の
子
育
て

支
援
や
子
ど
も
支
援
を
よ
り
充
実

さ
せ
る
た
め
の
子
育
て
世
代
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
と
、
児
童
虐
待
防

止
や
子
育
て
相
談
を
行
う
子
ど
も

家
庭
セ
ン
タ
ー
の
設
置
を
検
討
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

⑴
就
学
前
保
育
・
教
育
の
充
実

　

愛
荘
16
年
教
育
に
あ
る
目
指
す

子
ど
も
の
姿
を
共
有
し
、
読
み
聞

か
せ
、
自
尊
感
情
を
育
む
取
り
組

み
、
お
母
さ
ん
、
お
父
さ
ん
へ
の

支
援
、
啓
発
、
教
育
相
談
活
動
等

を
更
に
充
実
す
る
。

⑵
障
が
い
児
教
育
の
充
実

　

子
ど
も
一
人
ひ
と
り
の
教
育
的

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
切
れ
目
の
な

　

住
民
の
主
体
的
な
参
画
と
協
働

に
よ
る
地
域
福
祉
の
推
進
、
支
援

が
必
要
な
人
を
見
逃
さ
な
い
地
域

づ
く
り
、
包
括
的
な
支
援
体
制
の

構
築
の
３
点
を
挙
げ
、
特
に
地
域

で
の
取
り
組
み
を
支
援
し
て
い
く
。

ま
た
、
暮
ら
し
に
お
け
る
人
と
人

と
の
つ
な
が
り
の
基
盤
を
結
び
直

す
こ
と
や
、
制
度
の
狭
間
に
あ
る

社
会
課
題
を
地
域
の
力
で
解
決
す

る
こ
と
も
大
切
で
あ
る
。

　

町
内
に
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
該

当
す
る
児
童
生
徒
は
、
小
学
校
、

中
学
校
と
も
に
い
な
い
。

　

令
和
４
年
度
の
町
の
不
登
校
児

童
生
徒
数
は
、
小
学
校
で
は
21
名
、

中
学
校
で
は
39
名
で
あ
る
。
不
登

校
の
要
因
と
し
て
は
、
小
中
学
校

と
も
に
、
無
気
力
、
不
安
が
最
も

多
く
な
っ
て
い
る
。

（
子
ど
も
支
援
課
長
）

（
教
育
長
・
子
ど
も
支
援
課
長
）

（
教
育
長
・
子
ど
も
支
援
課
長
）

（
学
校
教
育
担
当
課
長
）

（
学
校
教
育
担
当
課
長
）

問問

問

問

問

答答

答 答

答

中川　喜代和中川　喜代和 議員議員

子どもの権利を守るための政策を、
充実させるためには

Q

「こどもまんなか社会」の
構築に向けて

A 子どもの想い・保護者の意見に寄り添う
共生社会の構築を目指す

こ
ど
も
家
庭
庁
の

政
策
を
推
進
す
る
た
め
に

不
登
校
の
状
況
と
ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー
の
関
係
性
は

地
域
共
生
社
会
の
再
構
築

が
高
齢
者
や
子
ど
も
の
支

援
に
つ
な
が
る

録画配信はこちら録画配信はこちら

断
的
な
組
織
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
に
関
連
分
野
の
施
策
連
携
強
化

を
図
っ
た
。

れ
る
。
や
は
り
公
務
員
は
身
分
が

守
ら
れ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
も
仕

方
な
い
。

　
そ
こ
で
、
休
職
さ
れ
る
ま
で
の

心
の
ケ
ア
を
し
っ
か
り
と
や
っ
て

い
た
だ
き
た
い
。
そ
も
そ
も
公
務

員
の
仕
事
は
個
々
で
こ
な
す
の
で

は
な
く
組
織
と
し
て
こ
な
す
も
の

で
あ
る
。
町
長
は
職
員
の
健
康
状

態
や
仕
事
の
把
握
は
し
て
い
る
か
。

※
最
後
に
、
政
策
監
以
上
の
会
議
が

全
て
で
は
な
い
。
第
三
者
目
線
や
他

町
の
状
況
を
比
較
し
、
不
足
し
て
い

る
こ
と
を
補
い
、
膨
れ
上
が
っ
た
所

は
切
り
捨
て
る
。
何
事
に
お
い
て
も

曖
昧
な
表
現
や
指
示
は
し
な
い
。
そ

ん
な
こ
と
が
出
来
れ
ば
職
員
間
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
向
上
で
き
る

と
考
え
る
。
有
村
町
長
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
に
期
待
す
る
。

い
指
導
、
支
援
を
行
う
。
そ
の
上

で
、
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
と
障

が
い
の
な
い
子
ど
も
が
共
に
学
び

合
う
こ
と
に
よ
り
、
共
生
社
会
の

形
成
を
目
指
す
。

⑶
子
ど
も
の
貧
困
を
改
善
す
る
対
策

　

四
つ
の
視
点
か
ら
の
支
援
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
①
教
育
の
支
援
、

②
生
活
の
安
定
に
資
す
る
た
め
の

支
援
、③
保
護
者
に
対
す
る
職
業
・

生
活
の
安
定
と
向
上
に
資
す
る
た

め
の
支
援
、
④
経
済
的
支
援

⑷
小
中
学
校
教
育
の
充
実

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
積
極
的
に
活
用
し
な

が
ら
、
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
の
特

性
や
学
習
進
度
、
学
習
到
達
度
等

を
把
握
し
、
そ
の
状
況
に
応
じ
た

指
導
の
個
別
化
に
取
り
組
み
、
学

習
内
容
の
確
実
な
定
着
を
図
る
。

⑸
家
庭
教
育
の
充
実

　

地
域
の
つ
な
が
り
の
希
薄
化
や

家
庭
環
境
の
多
様
化
等
に
よ
り
、

子
育
て
に
悩
み
を
抱
え
る
家
庭
は

少
な
く
な
い
。
引
き
続
き
、
家
庭

教
育
の
重
要
性
に
関
す
る
啓
発
活

動
の
充
実
、
語
り
合
い
を
通
し
た

親
育
ち
の
学
習
機
会
の
充
実
等
を

推
進
し
て
い
く
。

⑹
少
子
化
対
策

　

子
育
て
世
代
の
人
や
子
ど
も
か

ら
意
見
を
聞
く
た
め
に
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
、
少
子
化
対
策
も
含

め
て
第
３
期
計
画
に
反
映
さ
せ
る
。

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
が
身
近
な
地

域
で
健
や
か
に
育
つ
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
子
ど
も
の
居
場
所
創
設

な
ど
に
も
地
域
と
連
携
し
て
取
り

組
む
。

童
生
徒
や
不
登
校
の
児
童
生
徒
の

人
数
お
よ
び
家
庭
生
活
の
状
況
を

問
う
。

1415
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旧愛知川警部交番跡地の駐車場周知看板

駐
車
場
周
知
看
板
の
設
置

は
、
県
屋
外
広
告
物
条
例

に
照
ら
し
て
ど
の
よ
う
に
認
識
し

て
い
た
の
か
を
問
う
。

県
条
例
に
抵
触
す
る
進
言

を
し
な
か
っ
た
職
員
の
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
問
う
。

駐
車
場
周
知
看
板
を
撤
去

さ
れ
た
が
、
誰
が
費
用
負

担
を
行
う
の
か
を
問
う
。

周
知
看
板
の
設
置
費
用

は
、
解
体
工
事
に
含
ま
れ

て
い
た
の
か
。

看
板
は
、
一
度
撤
去
し
再

設
置
し
た
。
検
査
も
行
わ

ず
に
工
事
仕
様
書
以
外
の
工
事
が

行
え
る
の
か
を
問
う
。

不
適
切
な
工
事
を
強
要
し

た
。
町
長
の
ガ
バ
ナ
ン
ス

を
問
う
。学

校
給
食
法
第
11
条
を
も

っ
て
、
給
食
費
は
保
護
者

負
担
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か

を
問
う
。

周
知
看
板
は
、
解
体
工
事

の
変
更
契
約
と
な
る
の

か
。
公
契
約
と
し
て
適
切
な
処
理

か
。

民
間
が
掲
出
禁
止
物
件
に

看
板
を
設
置
し
た
場
合
の

対
処
を
問
う
。

　

町
が
広
告
物
を
設
置
す
る
場
合

に
は
、
建
設
・
下
水
道
課
に
通
知

を
行
う
必
要
が
あ
る
が
、
こ
の
手

続
き
が
欠
落
し
て
い
た
。

　

看
板
を
歩
道
敷
に
入
れ
込
ん
だ

設
置
行
為
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。

　

条
例
窓
口（
建
設
・
下
水
道
課
）

へ
の
通
知
が
で
き
て
い
な
か
っ
た

こ
と
に
つ
い
て
、
大
変
遺
憾
で
あ

り
、
お
詫
び
申
し
上
げ
る
。
屋
外

広
告
物
条
例
に
係
る
認
識
不
足
に

よ
り
生
じ
た
。
再
発
防
止
に
努
め

て
い
く
。

　

ま
ず
は
口
頭
に
よ
る
指
導
。
改

善
が
見
ら
れ
な
い
場
合
は
、
文
書

指
導
、
次
に
勧
告
及
び
督
促
書
の

交
付
、
そ
れ
で
も
改
善
が
見
ら
れ

な
い
場
合
は
措
置
命
令
書
の
交
付

と
な
る
。
最
終
的
に
は
行
政
代
執

行
や
警
察
署
へ
の
告
発
の
手
続
き

を
取
る
こ
と
に
な
る
。

　

県
条
例
へ
の
認
識
不
足
が
主
因

　

周
知
看
板
の
設
置
費
用
は
、
当

初
設
計
に
含
ま
れ
て
い
な
い
。
解

体
工
事
中
に
町
民
の
方
か
ら「
な

に
か
で
き
る
の
で
す
か
」
な
ど
の

問
い
合
わ
せ
が
あ
り
、
広
く
普
段

の
生
活
の
中
で
見
え
る
形
で
周
知

の
情
報
提
供
を
検
討
し
設
置
す
る

こ
と
に
し
た
。

　

町
と
の
別
契
約
者
で
は
な
い
。

再
設
置
は
、
現
場
の
手
直
し
作
業

で
あ
る
。
検
査
は
今
後
実
施
す
る
。

　

今
回
の
工
事
変
更
の
対
応
が
、

他
の
工
事
と
比
較
し
て
配
慮
が
欠

け
て
い
た
と
は
考
え
て
い
な
い
。

　

学
校
給
食
費
は
、
学
校
給
食
を

受
け
る
児
童
又
は
生
徒
の
保
護
者

の
負
担
と
す
る
と
さ
れ
て
お
り
、

給
食
費
の
無
償
化
は
考
え
て
い
な

い
。

（
町
長
）

（
町
長
）

（
町
長
）

（
町
長
）

（
町
長
）

（
町
長
）

（
町
長
）

（
町
長
）

（
教
育
長
）

問問

問

問

問問問

問

問 答答

答答

答答

答答答

周
知
看
板
の
不
適
切
設
置

学
校
給
食
費
の
無
償
化
を

辰己　　保辰己　　保 議員議員

録画配信はこちら録画配信はこちら

周知看板は本契約とは別途工事だQ

駐車場周知看板の
設置について

この看板は解体工事との関連性は高いA

　

解
体
工
事
と
の
関
連
性
が
高
い

と
考
え
て
お
り
、
変
更
契
約
で
の

対
応
は
妥
当
と
考
え
る
。
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建
物
の
断
熱
や
気
密
性
が

低
い
と
透
過
率
が
高
く
、

非
常
に
効
率
が
悪
く
な
り
、
光
熱

費
が
上
昇
す
る
こ
と
に
つ
な
が

る
。
外
壁
の
外
断
熱
、
ペ
ア
ガ
ラ

ス
、
二
重
サ
ッ
シ
、
開
口
部
の
遮

熱
措
置
、
屋
根
屋
上
防
水
の
対
応

は
必
須
で
あ
る
と
思
う
。
庁
舎
等

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業
に
お
け
る
空

調
と
省
エ
ネ
対
策
は
ど
の
よ
う
に

実
施
す
る
の
か
。

物
価
高
騰
に
よ
る
子
育
て

世
代
に
経
済
的
負
担
軽
減

を
実
施
す
べ
き
で
あ
る
。
給
食
費

の
時
限
的
な
無
償
化
、
ま
た
は
時

東
日
本
大
震
災
で
は
障
が

い
者
の
死
亡
率
が
健
常
者

の
２
倍
で
あ
り
、
災
害
時
は
自
力

で
の
避
難
が
困
難
な
人
が
取
り
残

さ
れ
て
い
る
。
障
が
い
者
や
高
齢

者
を
含
め
た
形
式
的
な
防
災
訓
練

で
は
な
く
、
充
実
し
た
防
災
訓
練

の
内
容
を
問
う
。

歩
道
等
の
安
全
対
策
は
命

に
関
わ
る
こ
と
で
あ
り
、

早
期
に
対
策
を
完
了
さ
せ
る
こ
と

が
大
切
で
あ
る
。
令
和
４
年
度
決

算
の
概
要
、
重
点
施
策
の
取
り
組

み
と
成
果
と
今
後
の
対
策
に
、
命

に
関
わ
る
安
全
対
策
は
記
載
さ
れ

て
い
な
い
。
町
全
体
と
し
て
の
歩

道
等
の
安
全
対
策
の
重
要
度
、
予

算
措
置
の
優
先
度
、
従
事
す
る
職

員
配
置
の
優
先
度
を
問
う
。

　

秦
荘
庁
舎
の
空
調
設
備
は
、
各

フ
ロ
ア
や
部
屋
に
個
別
式
エ
ア
コ

ン
を
設
置
す
る
予
定
で
あ
る
。
ま

た
、
新
た
に
建
築
す
る
保
健
セ
ン

タ
ー
棟
に
つ
い
て
は
、
個
別
式
エ

ア
コ
ン
を
設
置
す
る
。
外
壁
の
平

均
熱
貫
流
率
や
、
窓
の
平
均
日
射

熱
取
得
率
等
を
基
に
し
た
空
調
設

備
機
器
の
選
定
を
行
っ
た
省
エ
ネ

対
策
に
努
め
た
建
物
と
し
て
い
る
。

　

町
の
独
自
財
源
で
の
実
施
は
財

政
的
に
厳
し
く
困
難
で
あ
る
。
現

段
階
に
お
い
て
無
償
化
は
考
え
て

い
な
い
。

　

事
業
量
を
勘
案
し
た
配
置
に
努

め
て
い
る
令
和
４
年
度
決
算
の
概

要
の
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

の
項
目
に
お
い
て
、
歩
道
を
含
む

道
路
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ

と
を
記
載
し
て
お
り
、
歩
道
等
の

安
全
対
策
は
重
要
な
施
策
の
ひ
と

つ
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
県
道

部
分
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
毎
年
、

知
事
へ
の
要
望
も
行
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
必
要
な
予

算
並
び
に
従
事
す
る
職
員
は
、
毎

年
、
整
備
計
画
に
基
づ
い
た
予
算

　

過
去
の
防
災
訓
練
で
は
、
地
域

か
ら
拠
点
避
難
所
ま
で
担
架
の
搬

送
訓
練
、
愛
知
消
防
署
の
指
導
に

よ
り
簡
易
担
架
の
作
成
方
法
や
Ａ

Ｅ
Ｄ
操
作
訓
練
等
を
実
施
し
た

他
、
各
自
治
会
に
お
け
る
安
否
確

認
訓
練
等
、
実
践
的
な
訓
練
を
実

施
し
て
き
た
。
地
域
と
協
働
し
た

取
り
組
み
と
し
て
、
支
援
を
要
す

る
避
難
行
動
要
支
援
者
に
対
し
、

各
種
訓
練
以
外
に
も
日
常
的
な
声

（
総
務
政
策
監
）

（
教
育
次
長
）

（
町
長
）

（
福
祉
政
策
監
）

問問

問

問

答

答

答

答

久保田　正利久保田　正利 議員議員

予算措置や従事する職員の優先度はQ

通学路等の安全対策
A

平居地先の通学路

計画に基づく予算措置。事業量による職員
配置に努めている

公
共
施
設
の
省
エ
ネ
対
策

給
食
費
の
時
限
的
な

無
償
化
や
軽
減
措
置

通
学
路
な
ど
の
安
全
対
策

災
害
時
の
障
が
い
者
や

高
齢
者
へ
の
対
応

録画配信はこちら録画配信はこちら

か
け
な
ど
の
見
守
り
活
動
や
、
そ

れ
ぞ
れ
の
施
設
に
お
け
る
避
難
計

画
を
策
定
い
た
だ
く
よ
う
依
頼
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

限
的
な
軽
減
措
置
を
実
施
す
る
考

え
は
あ
る
か
。

を
措
置
す
る
と
と
も
に
、
設
計
、 

積
算
な
ど
に
従
事
す
る
土
木
専
門

の
職
員
を
含
め
、
事
業
量
を
勘
案

し
た
配
置
に
努
め
て
い
る
。
命
に

関
わ
る
対
策
に
は
、
歩
道
等
の
整

備
を
は
じ
め
と
す
る
ハ
ー
ド
面
の

安
全
対
策
と
、
啓
発
活
動
に
も
あ

る
よ
う
に
、
ド
ラ
イ
バ
ー
、
歩
行

者
な
ど
の
道
路
利
用
者
の
安
全
意

識
の
さ
ら
な
る
向
上
に
取
り
組
む

な
ど
ソ
フ
ト
面
の
対
策
が
あ
り
、

両
輪
と
し
て
住
民
の
皆
様
と
と
も

に
安
全
な
環
境
づ
く
り
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

と
し
て
お
り
、
道
路
管
理
者
で

あ
る
建
設
・
下
水
道
課
へ
の
協
議

等
の
必
要
性
を
把
握
し
て
な
か
っ

た
こ
と
が
原
因
。
問
題
を
認
識
後
、

速
や
か
に
内
部
協
議
を
行
い
是
正

す
る
こ
と
と
し
た
。
是
正
に
か
か

る
費
用
は
、
業
者
と
の
協
議
に
よ

り
追
加
分
は
生
じ
て
い
な
い
。
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庁
舎
前
の
町
道
に
つ
い
て

は
、
庁
舎
改
修
工
事
期
間

中
が
一
番
危
険
だ
と
思
う
が
、
町

道
廃
止
は
い
つ
頃
で
き
る
の
か
。

交
番
の
移
設
に
つ
い
て
は

ど
う
か
。

世
間
で
は
大
幅
な
賃
上
げ

が
言
わ
れ
て
い
る
。
職
員

の
意
欲
向
上
に
は
、
報
酬
を
含
め

た
や
り
が
い
が
重
要
と
思
う
が
ど

う
か
。

島
川
地
先
に
あ
る
エ
コ
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
多
く
の

住
民
が
利
用
し
大
変
重
宝
が
ら
れ

て
い
る
。
さ
ら
に
こ
の
よ
う
な
施

設
を
、
補
助
金
を
出
し
て
で
も
増

や
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

他
県
で
は
図
書
館
に
学
習

室
を
設
け
、
学
力
向
上
に

努
め
て
い
る
自
治
体
が
あ
る
。
本

町
の
図
書
館
も
、
学
力
向
上
の
た

め
に
利
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

か
。

秦
荘
庁
舎
お
よ
び
庁
舎
横

の
消
防
車
庫
を
調
査
し
た

が
、
２
階
建
の
大
き
な
消
防
車
庫

は
本
当
に
必
要
で
あ
る
の
か
。

　
会
議
室
ば
か
り
が
計
画
さ
れ
て

い
る
大
き
な
秦
荘
庁
舎
や
、
借
入

し
て
い
る
秦
荘
中
学
校
横
の
駐
車

場
用
地
等
は
本
当
に
必
要
か
。

　

庁
舎
前
の
町
道
に
つ
い
て
は
、

町
道
愛
知
川
栗
田
線
と
町
道
東
部

開
発
道
路
の
交
差
点
を
迂
回
す
る

車
が
あ
る
た
め
、
交
差
点
改
良
の

予
備
設
計
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

交
差
点
改
良
は
少
な
く
と
も
７

年
か
ら
８
年
要
す
る
た
め
、
愛
知

川
庁
舎
前
の
町
道
廃
止
の
時
期
に

つ
い
て
は
明
確
に
答
え
ら
れ
な
い
。

ま
た
、
庁
舎
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事

期
間
中
の
敷
地
内
へ
の
出
入
り
が

多
い
時
間
帯
な
ど
に
は
警
備
員
を

配
置
し
て
、
通
行
さ
れ
る
方
の
安

全
確
保
に
努
め
る
。

　

交
番
は
平
成
24
年
に
建
設
さ
れ
、

新
し
い
施
設
で
あ
る
た
め
、
移
設

は
難
し
い
と
滋
賀
県
警
か
ら
聞
い

て
い
る
。
し
か
し
、
町
道
を
取
り

込
ん
だ
場
合
接
道
が
な
く
な
る
た

め
適
切
な
時
期
に
県
警
本
部
と
協

地
方
公
務
員
の
給
与
は
人
事
院

勧
告
に
沿
う
こ
と
が
原
則
で
あ

る
。
職
員
は
公
職
に
奉
じ
た
い
と

の
思
い
か
ら
愛
荘
町
に
奉
職
し
て

い
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
も
、
大
幅

な
賃
上
げ
は
考
え
て
い
な
い
。

島
川
地
先
の
エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
は
民
営
の
施
設
で
あ
り
、
住
民

に
喜
ば
れ
ゴ
ミ
減
量
に
効
果
的
な

施
設
で
あ
る
が
、
町
で
も
資
源
回

収
を
実
施
し
て
い
る
。

図
書
館
は
社
会
教
育
法
に
基
づ

い
て
設
置
さ
れ
て
お
り
、
読
書
や

調
べ
も
の
を
さ
れ
る
方
の
利
用
を

優
先
し
、
原
則
と
し
て
学
習
資
料

の
持
込
に
よ
る
自
習
は
ご
遠
慮
い

た
だ
い
て
い
る
。

消
防
車
庫
に
つ
い
て
は
消
防
車

両
の
保
管
だ
け
で
な
く
、
２
階
は

（
町
長
）

（
町
長
）

（
町
長
）

（
く
ら
し
安
全
環
境
課
長
）

（
図
書
館
長
）

（
経
営
戦
略
課
長
・
総
務
政
策
監
）

問問

問

問問

問

答答

答

答答

答

庁
舎
前
の
町
道
廃
止

町
職
員
の
給
与
と
働
き
方

秦
荘
庁
舎
お
よ
び

消
防
車
庫
は
必
要
か

ゴ
ミ
減
量
化・資
源
化
と

エ
コ
セ
ン
タ
ー

小
中
学
生
の
学
力
向
上

上田　太治上田　太治 議員議員

録画配信はこちら録画配信はこちら

庁舎前の町道は
いつ頃廃止できるのか

Q

庁舎統合について

A 明確な時期は示せない

雑紙は大切な資源

秦荘庁舎横の消防車庫

別
室
登
校
の
生
徒
ま
た
フ

レ
ン
ズ
愛
荘
に
通
う
生
徒

が
授
業
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
学
力
の
遅
れ
を
解
消
し
不
登

校
の
解
消
へ
も
向
か
う
よ
う
に
な

る
た
め
に
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用

す
る
こ
と
を
求
め
る
。

６
月
議
会
で
ご
み
カ
レ
ン

ダ
ー
に
つ
い
て
質
問
し
た

が
、町
民
か
ら
反
響
が
あ
り
、「
ご

み
カ
レ
ン
ダ
ー
を
前
の
形
に
戻
し

て
ほ
し
い
」
と
い
う
意
見
を
多
数

聞
い
た
。

　
行
政
は
、
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
の

形
式
を
変
え
た
理
由
に
つ
い
て
、

「
ご
み
の
削
減
に
つ
な
げ
る
第
一

歩
と
し
て
、
最
終
的
に
廃
棄
物
と

し
て
出
さ
れ
る
際
の
紙
の
減
量
化

第
９
期
高
齢
者
保
健
福
祉

計
画
お
よ
び
介
護
保
険
事

業
計
画
に
係
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

に
よ
る
と
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
て
い
な
い
方
も
年
齢
が

高
く
な
る
ほ
ど
難
聴
傾
向
の
方
が

増
え
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
さ
れ
て
い
る
方
は
年
齢
を
問
わ

ず
４
割
の
方
が
難
聴
傾
向
と
言
え

る
。

　
８
月
23
日
、
生
活
と
健
康
を
守

る
会
の
メ
ン
バ
ー
が
、
高
齢
者
の

補
聴
器
購
入
町
補
助
制
度
を
求
め

る
要
望
書
の
署
名
６
２
３
筆
を
町

長
に
提
出
し
た
。

　
加
齢
性
難
聴
に
よ
る
補
聴
器
購

入
へ
の
補
助
制
度
の
創
設
を
求
め

る
。

町
民
に
こ
れ
以
上
の
負
担

を
増
や
さ
な
い
た
め
に
、

第
９
期
介
護
保
険
事
業
計
画
（
令

和
６
年
度
～
８
年
度
）
の
介
護
保

険
料
の
引
き
上
げ
を
し
な
い
こ
と

を
求
め
る
。

　

一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
の
ニ
ー

ズ
や
現
状
、
強
化
・
単
元
の
特
性

等
を
ふ
ま
え
た
う
え
で
、
状
況
に

応
じ
て
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
活
用
も
含

め
、
不
登
校
の
子
ど
も
の
学
力
の

定
着
に
向
け
た
多
様
で
効
果
的
な

学
び
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

　

今
回
の
調
査
結
果
や
近
隣
市
町

の
加
齢
性
難
聴
に
よ
る
補
聴
器
購

入
助
成
制
度
の
状
況
、
補
聴
器
を

使
用
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
認
知
症

予
防
や
介
護
予
防
の
効
果
等
を
総

合
的
に
検
証
し
、
ま
た
災
害
対
応

と
い
う
重
要
な
観
点
に
も
配
慮
し

な
が
ら
、
難
聴
に
よ
り
お
困
り
の

方
の
福
祉
施
策
の
あ
り
方
に
つ
い

て
研
究
し
た
い
。

　

次
期
、
第
９
期
計
画
の
介
護
保

険
料
に
つ
い
て
は
、
町
高
齢
者
介

護
に
関
す
る
調
査
結
果
を
十
分
考

慮
し
つ
つ
、
高
齢
者
保
健
福
祉
計

画
お
よ
び
介
護
保
険
事
業
計
画
策

定
委
員
会
に
お
い
て
慎
重
に
審
議

い
た
だ
き
決
定
し
た
い
。

（
教
育
長
）

（
く
ら
し
安
全
環
境
課
長
）

（
福
祉
課
長
）

（
福
祉
課
長
）

問問

問

問

答

答

答答

不
登
校
対
策
に

　
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
活
用
を

雑
紙
の
回
収
を

補
聴
器
購
入
補
助

制
度
の
創
設

第
９
期
計
画
の介

護
保
険
料

19

瀧　すみ江瀧　すみ江 議員議員

録画配信はこちら録画配信はこちら

補聴器購入への補助制度の創設を
求める

Q

難聴は認知症の要因の
ひとつ

難聴でお困りの方の福祉施策のあり方を
研究したい

A

議
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

文
書
庫
と
し
て
活
用
し
て
い
る
。

ま
た
、
消
防
団
員
の
詰
所
は
会
議

室
と
し
て
利
用
し
て
い
て
解
体
は

考
え
て
い
な
い
。
町
に
は
い
ら
な

い
施
設
は
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

を
図
っ
た
」
と
答
弁
し
た
。
自
動

車
に
乗
ら
な
い
方
は
、
ご
み
カ
レ

ン
ダ
ー
を
雑
紙
と
し
て
分
別
す
る

こ
と
は
で
き
て
も
指
定
の
収
集
場

所
ま
で
持
っ
て
行
け
ず
、
ご
み
と

し
て
出
す
し
か
な
い
。

　
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
雑
紙
の

回
収
を
行
う
こ
と
を
求
め
る
。

　

雑
紙
は
大
切
な
資
源
で
あ
り
、

適
正
に
分
別
す
る
こ
と
で
可
燃
ご

み
の
減
量
化
に
つ
な
が
る
。

　

自
ら
が
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

ご
み
を
持
ち
込
め
な
い
高
齢
者
や

障
が
い
者
等
の
世
帯
を
対
象
に
個

別
収
集
す
る
ふ
れ
あ
い
収
集
で
、

分
別
さ
れ
た
雑
紙
を
回
収
す
る
こ

と
は
可
能
と
考
え
、
収
集
業
者
と

調
整
す
る
。

　

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

は
、
今
後
他
の
収
集
品
目
と
同
一

日
で
回
収
す
る
等
も
含
め
、
総
合

的
に
検
討
す
る
。
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職
員
数
は
適
正
で
あ
る

か
。

休
職
職
員
の
状
況
を
問

う
。

　

公
的
機
関
に
義
務
付
け
ら
れ
て

い
る
障
が
い
者
雇
用
の
法
的
雇
用

率
は
、
算
定
の
基
礎
と
な
る
職
員

数
に
対
し
て
2.6
％
と
定
め
ら
れ
て

い
る
。
現
在
の
雇
用
率
は
、
全
体

で
1
．68
％
で
、
法
的
雇
用
率
を

達
成
す
る
た
め
に
は
、
プ
ラ
ス
２

名
の
職
員
の
雇
用
が
必
要
で
、
今

年
度
中
に
、
正
規
職
員
１
名
、
会

計
年
度
任
用
職
員
１
名
の
募
集
を

行
う
予
定
。

　

副
町
長
の
任
期
は
４
年
で
、
現

在
２
年
５
カ
月
が
経
過
し
た
。
然

る
べ
き
時
期
に
、
新
し
い
副
町
長

の
選
任
同
意
に
つ
い
て
議
会
に
お

諮
り
し
た
い
。

　

正
規
職
員
数
は
、
定
数
を

１
９
６
名
と
定
め
て
お
り
、
９
月

１
日
現
在
で
１
８
４
名
の
職
員
を

雇
用
し
て
い
る
。
会
計
年
度
任
用

職
員
に
つ
い
て
は
、
９
月
１
日
現

在
で
１
９
８
名
の
職
員
を
雇
用
し

て
い
る
。

　

今
後
、
不
足
し
て
い
る
専
門
職

の
補
充
や
、
事
務
量
に
対
応
し
た

正
規
職
員
の
雇
用
を
進
め
て
い
く

と
共
に
、
会
計
年
度
任
用
職
員
も

適
正
配
置
に
努
め
る
。

　

長
期
の
欠
勤
の
取
り
扱
い
で
、

90
日
未
満
で
あ
れ
ば
病
気
休
暇
、

90
日
以
上
に
な
る
と
休
職
と
な
る
。

　

９
月
１
日
現
在
、
病
気
休
暇
職

員
は
１
名
で
、
休
職
職
員
は
５
名
。

　

休
暇
休
職
者
が
在
籍
す
る
所
属

に
お
い
て
は
、
所
属
長
や
所
属
員

に
負
担
が
か
か
る
状
況
と
な
っ
て

い
る
が
、
業
務
の
見
直
し
や
、
事

務
分
掌
の
見
直
し
に
よ
る
業
務
の

平
準
化
、
他
部
署
と
の
連
携
な
ど
、

工
夫
し
な
が
ら
対
応
し
て
い
る
。

　

甲
良
養
護
学
校
31
人
、
愛
知
高

①
個
別
に
相
談
対
応
し
て
い
る
。

②
作
業
所
に
は
空
き
が
あ
る
。
生

活
介
護
事
業
所
が
増
え
て
い
な
い

こ
と
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

③
行
政
の
力
だ
け
で
は
、
実
現
す

る
こ
と
や
、
よ
り
良
い
も
の
に
す

る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。

　

共
に
考
え
、
共
に
提
案
で
き
る

組
織
と
し
て
、
保
護
者
、
養
護
学

校
関
係
者
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
事

業
者
で
構
成
さ
れ
る「
町
福
祉
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
親
の
会
」
の
存
在
は

大
き
い
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

　

児
童
の
通
学
が
な
い
夏
休
み
に

実
施
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
当

初
予
定
し
て
い
た
工
法
の
工
事
が
、

現
場
の
状
況
が
変
わ
っ
た
こ
と
に

よ
り
見
直
し
が
必
要
と
な
り
、
発

注
が
遅
れ
着
工
で
き
て
い
な
い
。

　

県
へ
、
雑
木
の
伐
採
や
草
木
、

堆
積
土
の
除
去
な
ど
、
引
き
続
き

要
望
し
て
い
る
。
県
か
ら
は
、
川

の
流
れ
に
影
響
の
大
き
い
と
判
断

さ
れ
る
箇
所
か
ら
伐
採
な
ど
を
実

施
す
る
旨
の
回
答
を
も
ら
っ
て
い

る
。

（
経
営
戦
略
課
長
）

（
町
長
）

（
経
営
戦
略
課
長
）

（
経
営
戦
略
課
長
）

（
福
祉
課
長
）

（
福
祉
課
長
）

（
建
設
・
下
水
道
課
長
）

（
建
設
・
下
水
道
課
長
）

問問

答答

答答

答

答

答答

町
の
職
員
の
状
況

障
が
い
福
祉
の
状
況

歩
道
橋
と
河
川
整
備
状
況

障がい者を積極的に雇用する考えは
ないか

Q

障がい者雇用の法定雇用率は2.6％で、
現在1.68％で達していない

A

町における障がい者雇用は
どうなっているか

歩道橋設置予定箇所（愛知川小学校前）

農地に捨てられたゴミ

解体された旧警部交番・官舎

障
が
い
者
雇
用
の
状
況
を

問
う
。

副
町
長
の
任
期
は
い
つ
ま

で
か
。
次
の
副
町
長
の
任

用
に
あ
た
っ
て
は
、
町
在
住
の
方

を
求
め
る
。

養
護
学
校
に
行
か
れ
て
い

る
状
況
を
問
う
。

学
校
の
卒
業
後
に
つ
い
て

①
相
談
体
制
は
充
分
か
。

②
作
業
所
や
生
活
介
護
の
場
所
に

空
き
は
あ
る
か
。

③
日
野
町
の
わ
た
む
き
の
里
の
よ

う
な
施
設
は
で
き
な
い
か
。

愛
知
川
小
学
校
前
の
歩
道

橋
設
置
状
況
を
問
う
。

新
愛
知
川
の
河
川
浚
渫
工

事
の
状
況
を
問
う
。

問問問

問

問問

河村　善一河村　善一 議員議員

録画配信はこちら録画配信はこちら

道
路
・
農
地
に
散
乱
す
る

ご
み
対
策

自
動
車
免
許
返
納
と

移
動
の
手
段

旧
愛
知
川
警
部
交
番

官
舎
等
解
体
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ご
み
袋
を
い
き
な
り
道
路

に
置
き
ざ
り
に
す
る
生
活

ご
み
、
ど
こ
か
ら
か
流
れ
て
く
る

缶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
が
道
路
沿

い
の
農
地
に
散
乱
し
て
い
る
。
ご

み
拾
い
か
ら
始
ま
る
農
地
の
維
持

管
理
、
生
産
コ
ス
ト
の
増
大
に
つ

な
が
る
。
ご
み
問
題
に
対
す
る
生

産
向
上
の
政
策
を
求
め
る
。

①
免
許
返
納
状
況
を
問

う
。

②
免
許
返
納
後
は
、
日
常
生
活
が

不
便
に
な
る
。
愛
の
り
タ
ク
シ
ー

利
用
状
況
を
問
う
。

③
免
許
不
用
の
電
動
シ
ニ
ア
カ
ー

の
普
及
も
増
え
て
い
る
。
移
動
手

段
に
対
し
て
補
助
金
の
創
設
を
求

め
る
。

免
許
返
納
者
に
対
し
て
、

タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
な
ど

を
交
付
し
て
は
ど
う
か
。

停
留
所
は
、
豊
郷
・
東
近

江
の
病
院
は
あ
る
。
し
か

し
、
身
近
な
医
療
機
関
で
あ
る
愛

荘
町
に
は
停
留
所
が
な
い
。
病
院

に
停
留
所
を
設
け
る
こ
と
は
で
き

な
い
か
。

議
会
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
交
わ
し
、
日
々
の

行
政
業
務
の
執
行
を
求
め
る
。

電
動
シ
ニ
ア
カ
ー
で
集
落

内
移
動
を
し
て
、
愛
の
り

タ
ク
シ
ー
を
利
用
す
る
連
携
も
ひ

と
つ
の
移
動
手
段
で
あ
る
が
考
え

方
は
。

　

ポ
イ
捨
て
禁
止
の
記
事
を
町
広
報

に
掲
載
す
る
。
自
治
会
へ
看
板
の
配

布
を
行
う
。
不
法
投
棄
監
視
員
10
人

を
設
置
し
、
毎
月
１
回
の
監
視
や
啓

発
活
動
を
実
施
し
て
い
る
。
特
に
悪

質
な
不
法
投
棄
は
、
町
職
員
が
確
認

し
、
関
係
機
関
と
連
携
を
密
に
対
処

し
て
い
る
。
ご
み
の
回
収
お
よ
び
パ

ト
ロ
ー
ル
を
月
６
回
２
班
体
制
で
実

施
し
て
い
る
。
農
地
、
農
道
を
は
じ

め
、
地
域
の
良
好
な
環
境
の
維
持
に

努
め
る
。

　

①
令
和
２
年
度
か
ら
令
和
４
年
度

ま
で
の
過
去
３
年
間
で
１
７
８
人
、

令
和
５
年
度
か
ら
は
７
月
末
時
点
で

32
人
が
東
近
江
警
察
署
に
返
納
さ
れ

た
。

②
愛
の
り
タ
ク
シ
ー
の
利
用
は
、
令

和
２
年
度
は
７
，４
６
３
人
、
令
和

３
年
度
は
７
，５
８
５
人
、
令
和
４

年
度
は
８
，６
７
８
人
、
令
和
５
年

度
７
月
末
時
点
は
３
，０
６
７
人
で

あ
る
。

③
重
要
な
こ
と
は
、
健
康
寿
命
の
延

伸
で
あ
る
。
自
転
車
の
利
用
や
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
よ
る
互
助
輸
送
も

併
せ
て
促
進
し
て
い
る
。
現
時
点
で
、

電
動
シ
ニ
ア
カ
ー
へ
の
補
助
の
創
設

は
考
え
て
い
な
い
。

　

協
議
会
で
、
免
許
返
納
さ
れ
た

方
を
対
象
に
愛
の
り
タ
ク
シ
ー
ま

た
は
圏
域
で
運
行
す
る
バ
ス
の
回

数
券
９
，０
０
０
円
分
相
当
を
交

付
し
、
移
動
を
支
援
し
て
い
る
。

　

令
和
５
年
度
か
ら
は
運
転
免
許

証
の
返
納
を
た
め
ら
う
高
齢
者
ド

ラ
イ
バ
ー
に
、
自
動
車
の
運
転
を

し
な
い
生
活
を
１
か
月
程
度
体
験

し
て
い
た
だ
き
、
家
族
の
サ
ポ
ー

ト
等
に
対
す
る
気
づ
き
を
促
し
、

自
主
返
納
を
促
進
し
て
い
る
。
ま

た
、
愛
の
り
タ
ク
シ
ー
の
回
数
券

４
，５
０
０
円
を
交
付
し
、
お
試

し
返
納
も
進
め
て
い
る
。

　

一
定
３
０
０
メ
ー
ト
ル
の
範
囲

で
１
箇
所
と
い
う
条
件
が
あ
る
。

協
議
会
で
協
議
を
進
め
た
い
。

　

停
留
所
か
ら
自
宅
ま
で
の
交
通

手
段
、
移
動
手
段
も
、
町
と
し
て

も
引
き
続
き
考
え
て
い
く
。

　

引
き
続
き
全
員
協
議
会
等
に
お

い
て
、
各
種
事
業
に
対
す
る
協
議

や
そ
の
進
捗
状
況
の
報
告
を
丁
寧

に
行
う
。
議
員
各
位
か
ら
は
住
民

代
表
と
し
て
の
意
見
を
い
た
だ
き
、

議
会
と
行
政
が
両
輪
と
な
り
、
切

磋
琢
磨
し
住
民
の
付
託
に
応
え
る
。

（
産
業
政
策
監
）

（
企
画
政
策
監
）

（
企
画
政
策
監
）

（
企
画
政
策
監
）

（
企
画
政
策
監
）

（
町
長
）

問

問

問問

問 問

答

答

答答

答答

身近な医療機関に停留所がないQ

協議会のほうにも投げかけ、協議を進めたいA
小菅　久宣小菅　久宣 議員議員

録画配信はこちら録画配信はこちら

まちの交通手段、
愛のりタクシー

等
養
護
学
校
５
人
、
県
立
聾
話
学

校
１
人
で
、
町
内
学
校
の
特
別
支

援
学
級
在
籍
者
数
は
、
小
学
校
42

人
、
中
学
校
19
人
。
卒
業
後
の
就

労
状
況
は
、
令
和
６
年
３
月
の
卒

業
予
定
者
は
甲
良
養
護
学
校
２
人
、

愛
知
高
等
養
護
学
校
３
人
で
、
本

人
・
保
護
者
の
希
望
に
配
慮
し
な

が
ら
、
進
路
選
択
で
き
て
い
る
と

認
識
し
て
い
る
。
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様
々
な
理
由
で
休
職
し
て

い
る
職
員
が
非
常
に
多
く

目
立
っ
て
お
り
、
喫
緊
の
課
題
で

あ
る
。

　
労
働
災
害
の
原
因
及
び
再
発
防

止
に
対
す
る
安
全
衛
生
に
関
す
る

こ
と
を
審
議
す
る
安
全
衛
生
管
理

委
員
会
を
月
に
１
回
開
催
す
る
も

の
と
規
則
に
う
た
わ
れ
て
い
る
。

実
績
と
議
論
の
内
容
を
問
う
。

不
祥
事
へ
の
対
応
は
担
当

部
署
の
み
で
考
え
る
の
で

は
な
く
、
全
体
と
し
て
考
え
る
べ

き
で
あ
る
。
改
善
に
向
け
て
の
方

向
性
や
議
論
を
ど
の
よ
う
に
進
め

て
い
る
の
か
。

旧
愛
知
川
交
番
跡
地
は
整

地
さ
れ
、
新
設
さ
れ
た
看

板
に
は
「
２
０
２
５
年
駐
車
場
に

変
わ
り
ま
す
」
と
あ
る
が
、
既
に

駐
車
場
と
示
さ
れ
た
な
か
で
、
ど

の
よ
う
に
一
体
的
な
土
地
利
用
を

行
う
の
か
、
ま
た
町
長
の
示
す
ゆ

　

事
務
ミ
ス
防
止
研
修
の
開
催
、

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
再
点
検
、
所
属
ご
と
の
事
務
処

理
に
関
す
る
一
斉
点
検
の
実
施
な

ど
を
実
施
し
て
い
る
。
新
た
な
取

り
組
み
と
し
て
各
所
属
に
お
い
て

業
務
改
善
に
つ
い
て
話
合
い
の
場

を
持
ち
、
着
手
で
き
る
と
こ
ろ
か

ら
進
め
て
い
る
。
今
後
、
意
見
が

出
や
す
い
同
じ
年
代
層
の
職
員
同

士
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
計

画
し
て
い
る
。

　

令
和
２
年
度
に
９
回
、
令
和
３

年
度
に
７
回
、
令
和
４
年
度
に
４

回
開
催
し
た
。
今
年
度
は
、
開
催

し
て
い
な
い
。
職
員
の
健
康
と
職

員
自
ら
が
働
き
や
す
い
と
感
じ
ら

れ
る
職
場
環
境
を
醸
成
す
る
た
め

の
重
要
な
位
置
づ
け
の
会
議
で
あ

る
の
で
、
下
半
期
に
お
い
て
対
応

す
る
。

　

開
催
で
き
て
な
か
っ
た
こ
と
は
、

非
常
に
反
省
を
し
て
い
る
。
他
市

町
の
状
況
を
参
考
に
し
つ
つ
、
充

実
し
た
内
容
で
実
施
を
し
て
い
き

た
い
。

　

現
在
、
公
共
施
設
の
最
適
配
置

の
取
り
組
み
と
し
て
、
愛
知
川
庁

舎
を
本
庁
舎
と
し
て
全
て
の
課
を

配
置
す
る
庁
舎
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工

事
に
取
り
か
か
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
平
成
24
年
３
月
に
取
得

し
、
そ
の
ま
ま
の
状
態
で
あ
っ
た

旧
愛
知
川
警
部
交
番
と
、
令
和
４

年
９
月
に
新
た
に
取
得
し
た
旧
警

察
官
舎
を
駐
車
場
と
し
て
活
用
す

る
た
め
、
解
体
を
行
っ
た
。

　

愛
知
川
庁
舎
と
旧
愛
知
川
警
部

交
番
の
間
に
は
、
町
道
市
役
場
線

が
通
っ
て
い
る
。
庁
舎
や
保
健
セ

ン
タ
ー
等
を
利
用
さ
れ
る
皆
様
に
、

安
全
な
空
間
を
確
保
し
た
い
思
い

か
ら
、
道
路
を
取
り
込
む
構
成
を

行
政
エ
リ
ア
と
申
し
上
げ
た
。
愛

知
川
庁
舎
前
道
路
を
取
り
込
ん
だ

一
体
的
な
土
地
利
用
に
先
駆
け
、

時
間
は
要
す
る
が
、
愛
知
川
栗
田

線
と
東
部
開
発
道
路
が
交
差
す
る

交
差
点
を
よ
り
ス
ム
ー
ズ
な
交
通

環
境
の
創
出
に
向
け
、
交
差
点
改

良
へ
の
取
り
組
み
を
始
め
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。
説
明
会
の
予
定
は
な

い
。
複
数
年
に
わ
た
っ
て
の
事
業

と
な
る
こ
と
か
ら
、
進
捗
過
程
で

議
会
と
協
議
し
進
め
る
。

（
町
長
）

（
町
長
）

（
総
務
政
策
監
）

（
町
長
）

問

問問 答

答

答

町
の
職
場
体
制

役
場
周
辺
の
土
地
利
用

職
員
の
不
祥
事
に

対
す
る
対
応

官民一体となって魅力的な公共
空間を確保すべき

Q

複数年にわたる事業となり、進捗過程で
議会と協議し進める

A

役場周辺の土地利用

竹中　秀夫竹中　秀夫 議員議員

録画配信はこちら録画配信はこちら

愛知川庁舎と旧愛知川警部交番間の町道市役場線

23

と
り
あ
る
空
間
、
安
全
・
安
心
な

行
政
エ
リ
ア
に
つ
い
て
は
、
官
民

一
体
と
な
っ
て
魅
力
的
な
公
共
空

間
を
確
保
す
べ
き
で
あ
る
。
町
長

の
思
い
を
問
う
。

　
加
え
て
、
駐
車
場
と
し
て
の
利

用
を
全
面
的
に
押
し
出
し
た
こ
と

は
、
住
民
に
と
っ
て
全
体
構
想
あ

り
き
と
の
誤
解
を
招
く
こ
と
が
想

定
さ
れ
る
が
、
今
後
に
お
け
る
住

民
周
知
・
説
明
会
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
問
う
。

議
員
研
修
会

　
町
村
議
会
広
報
ク
リ
ニ
ッ
ク

防
災
訓
練
に
参
加

　

令
和
５
年
８
月
28
日（
月
）
に
、

全
国
町
村
議
員
会
館
で
開
か
れ
た

「
令
和
５
年
度
町
村
議
会
広
報
ク
リ

ニ
ッ
ク
」
に
参
加
し
た
。「
愛
荘
町

議
会
だ
よ
り
」
を
、
広
報
作
成
の
専

門
家
に
見
て
い
た
だ
き
、
作
成
方
法

や
記
事
の
書
き
方
な
ど
の
指
導
を
受

け
た
。

　

定
例
会
の
情
報
を
コ
ン
パ
ク
ト
に

ま
と
め
、
見
や
す
く
読
み
や
す
く
工

夫
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
と
、
紙
面
に

QR
コ
ー
ド
を
配
し
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
か
ら
動
画
視
聴
が
で
き
る
と
こ

ろ
、
ま
た
地
域
へ
の
関
心
を
広
め
る

コ
ラ
ム
の
掲
載
な
ど
に
つ
い
て
評
価

　

９
月
３
日（
日
）
に
愛
知
川
東
小
学
校

で
開
催
さ
れ
た
、
町
防
災
訓
練
に
議
会
議

員
も
参
加
を
し
た
。

　

１
０
０
人
を
超
え
る
自
治
会
の
み
な
さ

ん
と
と
も
に
、
煙
体
験
や
給
水
体
験
、
ま

た
避
難
所
に
お
け
る
防
災
テ
ン
ト
を
実
際

に
設
置
を
す
る
訓
練
を
行
っ
た
。

　

訓
練
の
終
わ
り
に
は
、
町
消
防
団
の
放

水
訓
練
の
模
様
や
、
滋
賀
県
防
災
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
に
よ
る
救
助
訓
練
が
披
露
さ
れ

た
。

　

今
回
の
防
災
訓
練
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

り
、
４
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
が
、
災

害
は
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
。

　

こ
の
防
災
訓
練
が
参
加
者
だ
け
で
な

く
、
家
族
や
周
り
の
人
と
防
災
に
つ
い
て

語
り
合
う
き
っ
か
け
に
な
っ
て
ほ
し
い
と

思
う
。

　　
　
　

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　

委
員
長　

森
野　

隆

防災テントの設営訓練 煙体験（防災ヘリコプター救助訓練）

町の議会だよりについて説明する広報委員長

を
い
た
だ
い
た
。
今
後
の
取
り
組
み

と
し
て
、
定
例
会
の
ポ
イ
ン
ト
と
な

る
議
案
な
ど
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
す

る
こ
と
、
ま
た
住
民
に
参
加
い
た
だ

く
コ
ー
ナ
ー
を
作
る
こ
と
な
ど
ア
ド

バ
イ
ス
を
い
た
だ
い
た
。

　

議
会
だ
よ
り
は
、
定
例
会
を
は
じ

め
さ
ま
ざ
ま
な
議
員
活
動
を
住
民
に

知
ら
せ
る
大
切
な
ツ
ー
ル
で
あ
る
。

今
後
、
読
み
や
す
さ
だ
け
で
な
く
、

わ
か
り
や
す
さ
に
重
点
を
お
い
た
広

報
紙
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

広
報
常
任
委
員
会

　
　
　
　

委
員
長　

久
保
田　

正
利



　　　　

　　　　

　
　

【
発
行
責
任
者
】

　
　
　
　
議
長　
村
西　
作
雄

【
広
報
常
任
委
員
会
】久

保
田
正
利

小
菅　
久
宣

中
川
喜
代
和

村
西　
作
雄

森
野　
　
隆

瀧　
す
み
江

委　
員　
長

副
委
員
長

委
員

委
員

委
員

委
員

　　　　

本会議のみ
インターネットで
 配信しています！

会議時間の詳しくは事務局へお問い合わせください。
議会事務局 ： TEL

FAX
42ｰ7670
42ｰ7698

12月14日（木） 総務産業建設常任委員会　　　　　第４会議室	 9：00〜
12月15日（金） 教育民生常任委員会　　　　　　　　〃	 9：00〜
12月18日（月） 常任委員会（予備日）　　　　　　〃	 9：00〜

◎11月24日（金） 町長提案趣旨説明（開会）　　　　  議場	 9：00〜
◎12月11日（月） 一般質問　　　  　　　　　　　　　〃	 9：00〜
◎12月12日（火） 一般質問・議案審議　 　　　　　　　〃　	 9：00〜
◎12月22日（金） 議案審議（閉会）　　　 　　　　　　 〃	 9：00〜

（都合により、会議の日時が変更になる場合があります）

委員会

本会議

上記の本会議・委員会を傍聴できます

12月定例会の予定

録画配信ライブ配信

ライブ配信
LIVE STREAMING

愛荘町議会の愛荘町議会の

ホームページへホームページへ
映像配信

https://aisho-town.stream.jfit.co.jphttps://aisho-town.stream.jfit.co.jp

表
紙
の
説
明

旧
愛
知
川
町
役
場
前

 「
愛
知
川
・
高
校
前
踏
切
」
付
近
　

愛荘町議会だより
2023.11

　

日
増
し
に
寒
く
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
思

え
ば
今
年
の
夏
も
猛
暑
が
続
き
、
年
々
最
高
気

温
の
記
録
を
更
新
し
、
作
物
、
特
に
水
稲
は
収

穫
量
が
例
年
よ
り
少
な
く
、
農
家
の
皆
さ
ん
に

は
多
大
な
被
害
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
も
ま
だ
ま
だ
油
断
は
で
き
ま
せ
ん

が
、
自
治
会
や
団
体
の
事
業
が
各
地
徐
々
に
で

は
あ
り
ま
す
が
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
平
時

を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
今
回
の
議
会
だ
よ
り
は
9
月
議
会
で

の
令
和
4
年
度
予
算
・
決
算
を
中
心
に
ま
と
め

ま
し
た
。
す
べ
て
を
記
載
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
が
、
極
力
皆
様
に
分
か
り
易
く
伝
え
ら
れ

る
よ
う
に
努
力
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
9
月
号
よ
り
表
紙
の
写
真
は
、

懐
か
し
い
町
内
の
風
景
写
真
を
、
シ
リ
ー
ズ
で

掲
載
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
時
代

の
移
り
変
わ
り
を
感
じ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。　

　

暦
の
上
で
は
冬
と
な
り
、
夜
寒
を
感
じ
る
頃

と
な
り
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

久
保
田　

正
利　

記

現在の近江鉄道線踏切付近

　

表
紙
の
写
真
右
側
が
旧
愛
知
川

町
役
場
と
町
民
会
館
で
、
現
在
は

福
祉
セ
ン
タ
ー
愛
の
郷
に
な
っ
て

い
ま
す
。
写
真
左
の
建
物
は
美
容

室
で
す
。
こ
の
通
り
に
は
電
気
屋

さ
ん
、
文
房
具
店
、
銭
湯
な
ど
も

あ
る
賑
や
か
な
通
り
で
し
た
。
自

転
車
に
乗
っ
て
い
る
の
は
愛
知
高

校
生
で
し
ょ
う
か
。
学
校
と
は
逆

方
向
に
向
か
っ
て
い
ま
す
の
で
下

校
時
刻
の
風
景
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

昭
和
42
年
頃
愛
荘
町
市
・
愛
知
川

（
愛
荘
町
立
図
書
館
所
蔵
）

　

自
動
車
が
１
台
し
か
通
れ
な

か
っ
た
踏
切
幅
を
２
台
通
行
で
き

る
よ
う
に
工
事
さ
れ
た
時
の
写
真

と
思
わ
れ
ま
す
。

町立図書館では古い写真を収集・保
存しています。なつかしい町の暮ら
しがわかる写真をお持ちの方は町立
図書館までお知らせください。

愛知川図書館
秦荘図書館

0749（42）4114
0749（37）4345
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